
松代中学校スタート
抱負よ花と　咲き香れ
　　希望よ雲とわきあがれ
　　　　理想よ高く風に鳴れ

、い

　
四
月
五
日
、
六
つ
の
学
校

を
統
合
し
た
松
代
中
学
校
の

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
代
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し

い
子
供
達
を
育
て
て
ゆ
き
た

い
と
い
う
望
い
を
こ
め
て
建

設
さ
れ
た
統
合
中
学
校
に
は
、

一
年
生
一
一
五
名
、
二
年
生

一
〇
六
名
、
三
年
生
一
二
三

名
の
計
三
四
四
名
の
生
徒
が

集
い
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
新
し
い
中
学
校

は
近
代
教
育
施
設
設
備
が
整

備
さ
れ
、
大
勢
の
教
師
の
指

導
や
友
人
の
指
戟
を
受
け
て

教
育
効
果
が
大
い
に
向
上
す

る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
屋
内
体
育
館
、
グ
ラ

ン
ド
も
今
秋
の
完
成
を
目
ざ

し
着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ざ
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松
代
中
学
校
々
歌

　
　
　
　
　
　
　
作
詩
　
小
山
直
嗣

　
　
　
　
　
　
　
作
曲
　
篠
原
正
敏

　
　
　
　
わ
か
ぱ

一
、
ぶ
な
の
若
葉
に
お
お
わ
れ
て

　
ひ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
う
ど

　
光
り
か
が
よ
う
　
わ
が
郷
土

　
　
　
　
ひ
と
み

　
こ
こ
に
瞳
も
は
れ
ば
れ
と

　
　
　
　
み
ち
　
　
す
す

　
学
び
の
道
を
進
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
ま
つ
だ
い
ち
ゆ
う
が
く

　
わ
れ
ら
が
松
代
中
学
の

　
ほ
う
ふ
　
　
は
な
　
　
さ
　
　
か
お

　
抱
負
よ
花
と
咲
き
香
れ

　
き
よ
　
　
　
　
し
　
ぜ
ん
　
　
　
か
げ
　
や
ど

二
、
清
き
自
然
の
影
宿
し

　
と

わ
　

な
が
　
　

し
ぶ
み
が
わ

　
永
久
に
流
れ
る
渋
海
川

　
　
　
　
ゆ
た
　
　
　
　
　
ゆ
め
う

　
こ
こ
に
豊
か
な
夢
浮
か
べ

　
し
ん
　
り
　
　
　
と
び
ら

　
真
理
の
扉
ひ
ら
き
ゆ
く

　
　
　
　
　
ま
つ
だ
い
ち
ゆ
う
が
く

　
わ
れ
ら
が
松
代
中
学
の

　
き
ぼ
う
　
　
　
く
も

　
希
望
よ
雲
と
わ
き
あ
が
れ

　
ふ
る
　

ぶ
ん
か
　
　

か
　
　
の
こ

三
、
古
き
文
化
の
香
を
残
す

　
ま
つ
　
お
　
し
や
そ
う

　
松
苧
社
叢
の
け
だ
か
さ
よ

　
こ
こ
に
簿
峨
も
た
く
ま
し
く

　
へ
い
わ
　
　

せ
か
い
き
ず

　
平
和
な
世
界
築
き
ゆ
く

　
　
　
　
　
ま
つ
だ
い
ち
ゆ
う
が
く

　
わ
れ
ら
が
松
代
中
学
の

　
り
そ
う
　

た
か
　

か
ぜ
　

な

　
理
想
よ
高
く
風
に
鳴
れ

（1）



一
般
会
計
予
算
は
二
十
一
億
円

ー
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
額
二
十
六
億
五
パ
九
〇
万
円
ー

　
三
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
三
日
間
に

わ
た
り
松
代
町
議
会
第
一
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
、
昭
和
5
4
年
度
予
算
が
原
案

通
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
を
含
む
総
額
は
二
十
六
億

五
、
八
九
〇
万
円
で
前
年
度
当
初
予
算

に
比
し
六
八
七
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。　

一
般
会
計
予
算
に
は
、
中
学
校
体
育

館
の
建
設
、
圃
場
整
備
、
農
村
道
整
備
、

町
道
や
駅
前
整
備
、
豪
雨
災
害
復
旧
事

業
等
の
大
き
な
事
業
が
あ
り
、
前
年
比

一
億
五
千
万
円
増
の
二
十
一
億
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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《予》

《算》

の
《編》

《成》

　
わ
が
国
経
済
は
、
円
高
に
よ
る
輸
出

数
量
の
低
落
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
公

共
投
資
の
積
極
的
な
拡
大
等
に
よ
り
、

内
需
を
中
心
と
す
る
景
気
回
復
の
方
向

に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
況
を

踏
ま
え
た
昭
和
図
年
度
の
経
済
運
営
の

基
本
は
、
物
価
の
動
向
に
留
意
し
つ
つ

景
気
の
回
復
基
調
を
一
層
確
実
な
も
の

と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
生
活
の
安

昭和54年度松代町会計別予算総括表
（単位；千円）

区　　　　分 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 増減率％

一　　般　　会　　計 2，100，000 1，950，000 150，000 7．69

国民健康保険特別会計 434，620 419，338 15，282 3．64

内訳
事　業　勘　定 387，600 378，168 9，432 2．49

診療　勘定 47，020 41，170 5，850 14．21

簡易水道事業特別会計 77，344 314，200 △236，856 △75』38

農業共済事業特別会計 46，896 44，045 2，851 6．47

総　　　　計 2，658，860 2，727，583 △　68，723 △2．52

定
を
図
り
我
が
国
経
済
を
均
衡
の
と
れ

た
安
定
成
長
路
線
へ
円
滑
に
移
行
さ
せ

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
当
町
も
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
昭
和

図
年
度
予
算
編
成
に
当
っ
て
は
、
国
と

ほ
ぼ
同
一
の
基
調
に
よ
り
景
気
の
着
実

な
回
復
に
も
資
す
る
た
め
、
引
続
き
住

民
生
活
の
基
盤
と
な
る
社
会
資
本
の
整

備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
一
方
巨
額
の

財
源
不
足
が
、
地
方
債
の
増
発
と
地
方

交
付
税
原
資
の
借
入
に
よ
り
ま
か
な
わ

れ
て
い
る
と
い
う
地
方
財
政
の
厳
し
い

状
況
を
直
視
し
、
一
般
行
政
経
費
の
節

減
合
理
化
等
財
源
の
重
点
的
か
つ
、
効

率
的
な
配
分
に
徹
底
す
る
こ
と
を
基
本

に
置
き
、
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

般
会
計
《
歳
入
》

q
　
町
税
に
つ
い
て
は
、
所
得
の
伸
び

　
家
屋
新
築
分
な
ど
見
込
み
得
る
も
の

　
は
、
す
べ
て
計
上
し
ま
し
た
が
、
町

　
民
繁
栄
の
指
標
と
も
な
る
町
税
が
総

　
予
算
額
二
十
一
億
円
に
対
し
て
一
億

　
二
、
七
〇
〇
万
円
余
で
、
六
・
一
％

　
に
過
ぎ
ず
依
然
と
し
て
低
い
の
が
現

　
状
で
す
。

②
　
地
方
交
付
税
は
、
国
の
交
付
税
会

　
計
の
伸
び
悩
み
に
加
え
て
、
中
学
校

　
統
合
に
よ
る
学
校
数
の
減
少
で
交
付

　
税
が
減
額
と
な
る
な
ど
大
幅
な
伸
び

　
が
期
待
で
き
な
い
た
め
、
前
年
度
比

　
五
・
二
四
％
増
の
予
算
構
成
比
四
〇

　
・
四
％
を
見
込
み
ま
し
た
。

6
　
国
・
県
の
補
助
金
、
負
担
金
に
つ

　
い
て
は
、
こ
れ
を
事
業
に
積
極
的
に

　
取
り
入
れ
、
四
億
八
、
二
六
七
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
前
年
度
比
十
二
％
増
を
見
込
み
、

　
こ
れ
が
全
額
歳
入
で
き
る
よ
う
努
力

　
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

縫
　
町
債
は
、
後
年
度
に
裏
付
け
の
あ

　
る
過
疎
債
・
辺
地
債
等
を
主
に
起
債

　
の
有
効
利
用
に
努
め
る
こ
と
に
し
ま

　
し
た
。

特
別
会
計
《
歳
入
》

q
　
国
保
会
計
で
は
、
物
件
費
等
消
費

　
的
経
費
を
極
力
抑
制
し
て
医
療
費
の

　
支
払
い
に
当
て
る
こ
と
と
し
、
5
4
年

　
度
は
住
民
負
担
の
軽
減
を
考
慮
し
て

　
国
保
税
を
前
年
度
並
に
据
置
く
こ
と

　
に
し
ま
し
た
。

②
　
水
道
会
計
で
は
、
建
設
の
際
借
入

　
れ
た
、
起
債
の
元
利
償
還
金
に
伴
い

　
必
要
最
少
減
の
使
用
料
の
値
上
げ
を

　
見
込
み
ま
し
た
。

般
会
計
《
歳
出
〉

q
　
物
件
費
を
前
年
度
並
に
抑
え
、
職

　
員
の
効
率
的
な
運
用
に
よ
り
人
件
費

　
を
節
減
す
る
な
ど
消
費
的
経
費
を
抑

　
制
し
そ
の
財
源
を
投
資
的
経
費
に
投

　
入
し
て
、
多
様
化
す
る
町
民
の
要
望

　
に
出
来
得
る
限
り
応
え
る
べ
く
配
慮

　
し
ま
し
た
。

⑫
　
統
合
中
学
校
の
体
育
館
、
屋
外
運

　
動
場
を
整
備
す
る
な
ど
長
年
に
亘
っ

　
て
建
設
を
進
め
て
き
た
統
合
中
学
校

　
関
係
の
諸
施
設
の
整
備
を
完
了
す
る

　
こ
と
と
し
ま
し
た
。

侶
　
5
3
年
度
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り

　
発
生
し
た
、
六
・
二
六
水
害
に
つ
い

　
て
は
、
生
産
に
与
え
る
影
響
・
民
生

　
の
安
定
等
を
考
慮
し
て
、
当
初
の
三

　
年
計
画
を
一
年
繰
上
げ
て
本
年
度
中

　
に
ほ
ぼ
全
部
の
復
旧
を
完
了
さ
せ
る

　
こ
と
と
し
財
源
に
つ
い
て
は
、
5
5
年

　
度
に
歳
入
が
見
込
ま
れ
る
国
・
県
補

　
助
金
分
を
一
時
積
立
金
よ
り
く
り
入

　
れ
、
肩
が
わ
り
さ
せ
て
実
施
す
る
こ

　
と
に
し
ま
し
た
。

＠
　
国
の
補
助
事
業
と
し
て
登
場
し
た

　
基
礎
集
落
圏
防
雪
体
制
整
備
事
業
を

　
導
入
し
て
役
場
庁
舎
裏
の
敷
地
に
除

　
雪
管
理
棟
並
に
除
雪
用
機
械
・
町
民

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）



　
駐
車
場
を
5
4
年
、
5
5
年
の
二
年
継
続

　
で
完
備
し
て
、
冬
期
生
活
道
路
の
確

　
保
体
制
を
一
段
と
強
化
す
る
こ
と
に

　
し
ま
し
た
。

絡
　
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業

　
の
基
盤
整
備
に
重
点
を
置
き
土
地
に

　
対
す
る
労
働
力
並
に
生
産
性
を
高
め

　
る
た
め
、
圃
場
整
備
を
中
心
に
、
農

　
林
道
な
ど
基
盤
整
備
を
引
続
き
5
4
年

　
度
も
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
新
た
に

　
水
稲
病
害
虫
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

絡
　
国
鉄
北
越
北
線
松
代
駅
予
定
地
附

　
近
の
線
路
敷
工
事
完
了
に
伴
う
、
駅

　
前
道
路
整
備
と
土
捨
場
の
農
地
復
旧

　
を
完
了
す
る
よ
う
措
置
し
ま
し
た
。

σ
　
地
域
社
会
の
理
解
と
連
帯
に
支
え

　
ら
れ
た
、
地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
の
実

　
現
に
基
本
を
お
き
、
実
践
的
諸
団
体

　
の
活
動
強
化
を
図
る
ほ
か
老
人
福
祉

　
・
身
障
福
祉
・
母
子
福
祉
・
児
童
福

　
祉
・
低
所
得
者
対
策
等
き
め
こ
ま
か

　
く
実
施
す
る
と
と
も
に
上
越
地
域
の

　
市
町
村
と
提
携
し
て
ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー

　
・
救
護
施
設
の
建
設
に
努
力
し
ま
す
。

侶
　
成
人
病
・
母
子
保
健
・
婦
人
の
貧

　
血
・
食
生
活
の
改
善
な
ど
町
民
の
健

　
康
の
保
持
増
進
を
図
り
、
且
つ
、
集

　
落
内
排
水
施
設
の
整
備
・
ゴ
ミ
処
理

　
・
し
尿
処
理
等
環
境
の
浄
化
整
備
の

　
促
進
を
計
画
し
ま
し
た
。

⑲
　
国
道
二
五
三
号
線
・
松
代
十
日
町

　
間
の
今
冬
期
無
雪
化
の
実
現
、
新
潟

0．6％
〔0．7〕

労働費

地
方
法
務
局
出
張
所
統
合
庁
舎
の
建

設
、
県
立
高
校
特
別
教
室
棟
改
築
の

完
工
、
工
場
誘
致
、
大
学
施
設
誘
致
、

国
道
、
県
道
、
鉄
道
な
ど
当
町
に
密

接
な
関
係
を
も
つ
事
業
が
円
滑
に
運

ぶ
よ
う
一
層
強
力
な
協
力
体
制
を
図

り
ま
す
。

特
別
会
計
《
歳
出
》

q
　
国
保
会
計
で
は
、
町
直
営
診
療
所

　
の
5
5
年
度
改
築
を
予
定
し
て
、
そ
の

　
設
計
費
を
見
込
み
ま
し
た
。

②
　
農
業
共
済
事
業
会
計
で
は
、
水
稲

　
の
病
害
虫
防
除
を
徹
底
す
る
た
め
、

　
背
負
動
力
散
布
機
六
五
台
の
購
入
を

　
計
画
し
ま
し
た
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『

並
愚

40・4％

豊〔51．5〕

餐

災
宝
8
．
6
％
口
借

〔・・2〕

費

人件費16．4％〔16．3〕
　物
　件
　費

13．5％

〔12．2〕

維
持
補
修
費

補
助
費
6．2％

〔6．5〕

公
債
費
7
．
7
％
〔6。4〕

繰
出
金
2
．
％
〔
1，8

報
酬
等
2
．
8
％

給13．6％
与
等

〔13・9〕

扶
助
費
2
．
9
％

〔2．9〕

投資的経費48．6％〔51．7〕
r2　4’1　　　　　　　　　　　　　　　曲　　メ曹　　　　　ヨ随ユ　　　　　　o／　　r　　　　　、

消費的経費48．0％〔45．9〕
〔2．4〕

（3）



　
　
（
畠
匹
崖
ほ
）

〈総務費関

係
〉

行
政
事
務
委
託
料
　
　
　
五
一
六
万
円

山
平
中
学
校
隣
接
用
地
買
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
万
円

冬
期
集
落
保
安
要
員
報
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
二
万
円

ク
ロ
ー
ラ
ー
、
雪
上
車
運
転
手
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
八
万
円

管
理
棟
建
設
工
事
費
四
五
〇
〇
万
円

〈
民
生
費
関
係
〉

老
人
健
康
診
査
委
託
料
　
一
七
六
万
円

児
童
手
当
　
　
　
　
一
、
三
八
二
万
円

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
費
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
四
万
円

老
人
医
療
費
扶
助
費

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
九
六
〇
万
円

ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
設
立
・
救
護
施
設
負
担

金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
二
万
円

重
度
心
身
障
害
医
療
費
扶
助
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
五
万
円

〈
衛
生
費
関
係
〉

予
防
接
種
費
等
　
　
　
　
三
一
〇
万
円

成
人
病
等
検
診
委
託
料
　
六
三
二
万
円

ご
み
処
理
費
　
　
　
一
、
一
七
四
万
円

し
尿
処
理
費
　
　
　
　
　
五
三
九
万
円

母
子
ミ
ル
ク
・
医
療
費
扶
助
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六
万
円

〈労

働
費
関
係
〉

帰
省
バ
ス
借
上
料

出
稼
組
合
補
助
金

〈
農
林
業
費
関
係
〉

農
業
振
興
補
助
金

畜
産
貸
付
牛
購
入

畜
産
業
費
補
助
金

農
地
費

団
体
営
圃
場
整
備
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、

集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、

林
業
振
興
委
託

林
道
田
沢
・
下
山
線
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
七
、

〈
土
木
費
関
係
〉

道
路
改
良
改
修
舗
装
等
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
一
一
、
三
五
五
万
円

駅
前
整
備
事
業
工
事
費

建
設
機
械
購
入
費

臨
時
運
転
手
賃
金

除
雪
機
械
借
上
料

〈消

防
費
関
係
〉

五
、

二
、

一
、

五
五
三
万
円

　
六
〇
万
円

二
九
八
万
円

五
四
〇
万
円

　
八
六
万
円

三
八
二
万
円

八
五
〇
万
円

四
八
四
万
円

九
三
一
万
円

一
七
六
万
円

三
〇
〇
万
円

一
二
〇
万
円

七
四
一
万
円

二
〇
〇
万
円

上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
四
三
七
万
円

消
防
団
員
等
報
酬
　
　
　
四
八
六
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但

冬
期
団
員
・
婦
人
消
防
協
力
隊
報
償
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
万
円

退
職
報
償
組
合
負
担
金
　
五
九
八
万
円

〈教

育
費
関
係
〉

校
外
体
育
遠
征
費
補
助
　
一
〇
〇
万
円

町
育
英
事
業
奨
学
金
　
　
一
二
六
万
円

学
校
管
理
賃
金
　
　
一
、
三
七
六
万
円

生
徒
遠
距
離
通
学
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
〇
万
円

〈
災
害
復
旧
費
関
係
〉

昭
和
53
年
度
災
害
復
旧
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
五
、
六
一
四
万
円

農
地
災
害
復
旧
工
事
請
負
費

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
七
五
〇
万
円

〈
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
〉

療
養
給
付
費
　
三
億
七
、
一
四
四
万
円

高
額
療
養
費
　
　
　
二
、
六
三
六
万
円

助
産
・
葬
祭
費
　
　
　
　
三
六
五
万
円

直
診
勘
定
繰
出
金
　
　
　
一
一
六
万
円

診
療
施
設
改
築
設
計
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
〇
万
円

〈
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
〉

一
般
管
理
費
　
　
　
二
、
八
四
五
万
円

災
害
配
水
管
復
旧
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
九
万
円

〈
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
〉

農
作
物
共
済
勘
定
　
一
、
八
八
二
万
円

蚕
繭
共
済
勘
定
　
　
　
　
　
二
六
万
円

家
畜
共
済
勘
定
　
　
　
　
三
五
一
万
円

事
務
勘
定
　
　
　
　
二
、
四
三
〇
万
円

　　　（単イ立：千円）

財源内訳 一般財源

　1，200

　5，000

　3，422

10，000

　7，000

　　800

　4，165

　2，812

　1，293

　1，950

　　161

　2，343

　2．899

その他起　 債

　7．300
　塗牒蕊

事業費

10，000

　　2001．778

28．275

2，048

720

1．300

15，200

20，000

10，000

　4．500

70，960

　3，000

8，549

32」00

15，000

　　5，400

10ρ00

　　7ρ00

16，000

123．000

。
一
7

15β12

14，342

13，650

1」28

4β91

　2，700

　1，330

　　500

18，180

8，000

26，080

15，000

　　850

　2，000

　　388

　4，216

　7，797

　2，300

　　400

　5，600

10，906

　1，962

　8，000

　2，203

52、177

20，000

　9，500

　5，700

3，800

54，000

24，000

16．000

毛
凛
愉

6，300

5，000

1．000

…r 『r

剛煎響1．312i

100．00026，800

38，400

　2．900

54，303

2，000

3．400

卉

　　3β19

　　1β00

52200

15500

10，300

72，180

32，000

62，080

15，000

21」50

21，000

　　2，700

　　4216

188，900

40，700

　　5，300

　　9，000

10906

　　1．962

劃　款別事業名事業内容
　　　　　蕃礎集落圏防雪　除雪管理センター建設

務総擁　聾榊業排禰．取付儲
課　　　　　役場畏整備事業　　　　ブロ．クー

　　　　　畜　産　業　費貸付牛購入費20頭

　　　　　　　　　　　　町単農道補助2線

　　　　　農地費町単圃場補助20件
　　　　　　　　　　　　農免農道工事負担金3線
産

　農業費　団体営圃場整備圃　場　整　　備

　　　　　　　　　　　　木造二階建56坪　　　　　鞭発センタ『墨　　蓬
　　　　　　　　　　　　生活改善センター建設
　　　　　　　　　　　　　　清　7

業　　　　特農事　業育苗施設建設　　　　　　　　　　　　」二』ニニニ』』

　　　　　　　　　　　　乾燥機購入2台

　　　　　　　　　　　　町行造林5ha

　　　　　林業振興町行造林保育施肥56を1a

課　　　　　　　　　　公団造林保育
　林業費
　　　　　　　　　　　　開設　田沢・下山線

　　　　　林　　道　整　　備　舗装　下山・海老線

　　　　　　　　　　　　改良　下山・海老線

　　　　　　　　　　　　町道改良工事11線
　　　　　町道整備事業　　　一

建町道舗装事業7線　　　　　　＿　　　　　 駅前整備事業設　　駅目1塵備 粟蓼鋤恥麟復旧）
　土木費
　　　　　国県道工事負担金町一部負担金課

　　　　　国庫補助道路改良松代大島線工事費

　　　　　建設機械購入ロータリー車購入

総小型動力ポンフ積載車務消防費消防施設整備事業
課 防火水槽災害復旧費1ツJ八」1日火口仮　　貝

貼　本　　弗

中学校統合事業

体　育　館　建　設

校庭・校地等整備

スクールバス購入

半　　曹　　補　　田1

「あ・・

219、334

　　2，880

　　3，200

　　4，000

172．923

17，900

　1．000

40，0051
　　　　　1

　　　　　　　63．543

269．300
　　　　　　卜

129．0201238，567

　60，108

119，600

　　3200

　　4，000

1．029．144

教育費ドー探学蓑補匙

鵬旗1蕪粛
災害鵡和5、年［公共土木施設災害

旧　費16・26豪雨災害復旧農林業施設災害

総
務
課
　
　
　
教
　
育
　
委
　
員
　
会

麟

　
入

　
購

　
機

　
粉

　
散

　
動

　
背

　
除

　
防

　
虫

　
害

　
病

　
稲

　
水

　
暗
計

　
　
あ

国
特
共
聚

料託委計設築改所療診営直保
計会

　
A

矧 　
　
計

　
　
合

　
　
　
総

胎
産業



町
議
会
第
｛
回
定
例
会

　
去
る
三
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
三
日

間
に
わ
た
り
、
町
議
会
第
一
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
昭
和
5
4
年
度
予
算
を
含

む
2
7
件
の
議
案
が
付
議
・
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
議
決
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
邸
年
度
聞
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
八
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
一
二
、
七
九
六
千
円
減
額
さ
れ

総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
一
二
億
七
、
〇
四
五

万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
歳
入
』
主
な
も
の

国
庫
補
助
金
一
、
一
六
四
万
円
・
財
産

収
入
一
、
〇
五
七
万
円
・
町
債
一
、
五

九
四
万
円
・
国
庫
負
担
金
二
四
七
万
円

を
増
額
。

県
補
助
金
一
、
八
二
八
万
円
・
繰
越
金

四
、
○
○
○
万
円
・
負
担
金
五
七
五
万

円
を
減
額
。

「
歳
出
』
主
な
も
の

総
務
費
五
、
四
二
五
万
円
・
民
生
費
七

七
四
万
円
・
教
育
費
一
一
八
万
円
・
公

債
費
五
一
万
円
を
増
額

衛
生
費
三
七
二
万
円
・
農
林
業
費
四
、

三
四
三
万
円
・
土
木
費
三
、
一
五
五
万

円
を
減
額
。

◇
邸
年
度
国
保
特
別
会
計
補
正

　
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
の
事
業
勘
定
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
一
八
、
六
二
四
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
三
六
二
、

五
五
三
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
減
額
は
、
一
部
負
担
金

三
六
三
万
円
・
国
庫
支
出
金
一
、
二
九

八
万
円
・
繰
入
金
二
一
二
万
円
で
歳
出

で
は
、
療
養
給
付
費
一
、
八
二
四
万
円

・
予
備
費
二
四
八
万
円
減
額
さ
れ
ま
し

た
。
診
療
施
設
勘
定
で
は
、
歳
入
歳
出

の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
三
、
五
四
六
千
円

を
追
加
さ
れ
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
四
四
、

七
六
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
邸
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
五
自
δ
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
二
、

○
○
○
千
円
の
減
額
し
、
総
額
そ
れ
ぞ

れ
二
八
○
、
七
九
四
千
円
と
し
ま
し
た
。

◇
松
代
町
特
別
職
の
職
員
で
非

　
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

　
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
に
つ
い
て

　
5
4
年
4
月
1
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
も

の
で
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
、
教
育

委
員
な
ど
三
九
の
非
常
勤
特
別
職
の
報

酬
が
お
お
む
ね
6
彩
を
目
標
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

◇
松
代
町
水
道
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
水
道
料
金
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
◎

一
般
用
（
1
0
立
方
米
）
一
、
七
五
〇
円

営
業
用
（
2
0
立
方
米
）
二
、
九
五
〇
円

旅
館
用
（
3
0
立
方
米
）
四
、
〇
五
〇
円

官
庁
用
（
4
0
立
方
米
）
五
、
○
○
○
円

に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

◇
松
代
町
農
業
共
済
事
業
の
賦

　
課
額
及
び
賦
課
単
価
の
決
定

　
に
つ
い
て

　
5
4
年
度
の
賦
課
額
及
び
賦
課
単
価
を

次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
　
事
務
費
賦
課
額
一
、
〇
九
七
千
円

二
、
　
賦
課
単
価

”
水
稲
共
済
割
1
0
a
当
た
り
一
〇
〇
円

ω
蚕
繭
共
済
割
1
箱
当
た
り
　
五
〇
円

6
家
畜
共
済
割
1
頭
当
た
り

　
（
大
）
三
五
〇
円
（
小
）
一
〇
〇
円

縫
均
等
割
（
一
戸
当
た
り
）
一
〇
〇
円

◇
助
役
・
収
入
役
の
選
任
に
つ

　
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　
い
て

助
役
に
は
鈴
木
益
蔵
氏

収
入
役
に
は
柳
公
治
氏

の
両
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◇
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　
小
池
字
岩
平
を
起
点
に
小
池
字
行
堂

ノ
外
を
終
点
と
す
る
小
池
線
（
総
延
長

四
四
四
・
O
m
・
巾
員
四
m
）
を
町
道

に
認
定
し
ま
し
た
。

◇
松
代
町
農
業
共
済
事
業
損
害
評

　
価
会
委
員
の
委
鳴
に
つ
い
て

　
損
害
評
価
会
委
員
に
次
の
方
々
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
↓
片
桐
良
夫
・
太
平
↓
富
沢
庚
・

小
屋
丸
↓
宮
沢
富
次
・
犬
伏
↓
小
島
丑

蔵
・
儀
明
↓
小
堺
欣
一
・
莇
平
↓
高
橋

利
行
・
室
野
↓
米
持
員
男
・
松
代
↓
関

谷
常
蔵
・
室
野
↓
五
十
嵐
一
郎
・
池
尻

↓
室
岡
順
一
・
室
野
↓
佐
藤
栄
市

，
●
響
●
1
響
6
，
●
，
●
！
璽
●
！
！
，
●
！
9
●
9
●
！
7
●
サ
●

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

三
月
受
付
分
（
受
付
順
）

鉾讐

も

　
　
　
　
母
光
子

　
　
　
　
父
俊
勝

市
川
ゆ
か
り
　
　
長
女

　
　
　
　
母
ト
シ
子

　
　
　
　
父
忠
司

柳
　
美
晴
　
　
　
長
女

　
　
　
　
母
政
子

　
　
　
　
父
嘉
昭

山
本
和
子
　
　
　
長
女

　
　
　
　
母
た
ま

　
　
　
　
父
松
男

中
村
美
沙
恵
　
　
二
女

　
　
　
　
母
良
子

蓼
．
撫

高
野
　
レ
イ
　
七
四
才

高
橋
　
寅
治
　
七
六
才

山
岸
　
長
松
　
八
五
才

石
澤
　
キ
シ
　
八
四
才

佐
藤
　
関
松
　
七
八
才

秋
山
　
タ
ッ
　
七
九
才

柳
　
　
ト
イ
　
七
六
才

富
澤
鉄
太
郎
　
七
〇
才

高
橋
　
吉
定
　
八
三
才

小
松
　
正
八
　
五
九
才

堀
川
シ
ヅ
イ
　
五
三
才

小
堺
　
モ
ト
　
八
四
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
尾
美
穂

　
　
　
　
父
武
雄

長
女
　
峠
　
最
の
上

松
代
作
え
ん

苧
ノ
島
　
中

犬
伏
　
新
町

田
代
ま
つ
ば

鞭騨辮灘
左彦こ新田和之五左松林高
萌騰宅杢番鯉罐屋歪

人ロのうこき

4月1日現在

世帯数1，920（一12

人口男3714（一40

　女3，742（一59

　計7，456（一99

死亡　12

転出105

滅計117

出生　　5

転入　13

増計　18
（5）



ふ
　
　
、

▲
新
し
く
松
代
町
に

　
　
　
　
　
　
　
来
ら
れ
た
先
生

　
　
　
　
　
　
　
（
転
入
・
新
採
用
）

松
代
小
学
校
　
以
下
（
）
は
旧
任
校

　
仙
田
幸
蔵
　
本
校
（
頚
城
村
大
港
小
）

　
樋
口
邦
幸
　
本
校
事
務
職
員
（
松
之

　
　
　
　
　
　
山
町
松
之
山
中
）

　
町
田
庄
司
　
菅
刈
分
（
糸
魚
川
市
糸

　
　
　
　
　
　
魚
川
小
）

　
大
田
　
敏
　
小
屋
丸
分
　
新
採
用

　
細
金
孝
至
　
下
山
分
（
能
生
町
南
能

　
　
　
　
　
　
生
小
）

　
中
島
憲
一
　
下
山
分
　
新
採
用

清
水
小
学
校

　
安
田
金
一
　
（
能
生
町
能
生
小
）

　
清
水
栄
子
　
　
（
吉
川
町
泉
谷
小
）

　
和
田
千
賀
子
　
養
教

孟
地
小
学
校

　
西
潟
　
弘
　
本
校
（
三
条
市
保
内
小
）

　
石
塚
正
春
海
老
分
（
青
海
町
田
沢

　
　
　
　
　
　
小
）

北
山
小
学
校

　
藤
田
均
本
校
指
導
事
務
員

　
　
　
　
　
　
（
栃
尾
市
、
市
教
委
）

　
横
山
か
お
る
　
本
校
（
糸
魚
川
市
北

　
　
　
　
　
　
西
海
小
）

蒲
生
小
学
校

　
笹
川
幸
夫
　
本
校
（
上
越
市
直
江
津

　
　
　
　
　
　
南
小
）

　
竹
内
可
江
子
　
本
校
（
三
条
市
四
日
町
小
）

峠
小
学
校

　
和
田
　
勝
　
　
（
越
路
町
岩
塚
小
）

　
八
木
文
昌

　
佐
藤
正
和

桐
山
小
学
校

　
荒
井
東
一
郎

　
南
雲
敏
行

　
茂
原
幸
子

　
北
峰
義
文

儀
明
小
学
校

　
梅
沢
　
勤

　
清
水
美
邦

　
川
瀬
一
夫

莇
平
小
学
校

　
大
原
昇
治

　
萩
野
亮
一

　
中
沢
利
明

蓬
平
小
学
校

　
古
沢
　
勝

　
市
川
寛
永

（
安
塚
町
須
川
小
）

新
採
用

　
（
柏
崎
市
第
一
中
）

新
採
用

（
下
田
村
長
沢
小
）

新
採
用

（
上
越
市
南
本
町
小
）

（
峠
小
）

（
大
潟
町
大
潟
町
小
）

（
新
井
市
矢
代
小
）

（
柏
崎
市
柏
崎
小
）

（
上
越
市
大
手
町
小
）

（
吉
川
町
源
中
）

（
安
塚
町
須
川
小
）

松
代
中
学
校

　
村
山
悦
夫
　
　
（
津
南
町
津
南
中
）

　
竹
内
　
実
　
　
（
上
越
市
城
西
中
）

　
古
海
　
勇
　
　
（
新
井
市
新
井
中
）

　
折
笠
正
典
　
　
（
牧
村
牧
小
）

▲
勤
務
す
る
学
校
が

　
　
　
　
　
　
　
変
わ
っ
た
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
配
置
替
え
）

　
引
間
久
美
子
　
　
（
孟
地
小
↓
孟
地
小

　
　
　
　
　
　
滝
沢
分
校
）

　
赤
川
四
郎
　
　
（
奴
奈
川
中
↓
蒲
生
小
）

　
高
沢
哲
治
　
　
（
松
代
中
↓
室
野
小
）

　
清
水
美
邦
　
　
（
峠
小
↓
儀
明
小
）

▲
こ
の
人
事
異
動
で
他
の
市
町

　
村
へ
転
出
さ
れ
た
先
生

松
代
小
学
校
　
以
下
（
）
内
は
松
代
町

在
任
校
↓
転
任
先
校

　
市
川
弘
幸
　
　
（
本
校
↓
上
越
市
大
手

　
　
　
　
　
　
町
小
）

　
斉
藤
国
平
　
　
（
本
校
↓
松
之
山
町
松

　
　
　
　
　
　
之
山
小
）

　
佐
藤
由
子
　
　
（
本
校
↓
上
越
市
高
士

　
　
　
　
　
　
小
）

　
佐
藤
幸
治
　
　
（
本
校
↓
松
之
山
町
松

　
　
　
　
　
　
之
山
中
）

　
相
羽
信
良
　
　
（
菅
刈
分
↓
能
生
町
南

　
　
　
　
　
　
能
生
小
）

　
小
松
隆
（
下
山
分
↓
上
越
市
高

　
　
　
　
　
　
田
西
小
）

　
小
松
は
る
子
　
　
（
下
山
分
↓
大
潟
町

　
　
　
　
　
　
大
潟
町
小
）

清
水
小
学
校

　
保
坂
和
彦
　
　
（
上
越
市
春
日
新
田
小
）

　
大
塚
き
よ
え
　
　
（
能
生
町
中
能
生
小
）

孟
地
小
学
校

　
小
倉
敬
一
　
（
本
校
↓
上
越
市
国
府

　
　
　
　
　
　
小
）

北
山
小
学
校

　
林
　
鉄
雄
　
校
長
（
小
千
谷
市
片
貝

　
　
　
　
　
　
中
）

　
小
林
泰
子
　
　
（
糸
魚
川
市
糸
魚
川
小
）

蒲
生
小
学
校

　
飯
塚
不
二
男
　
校
長
（
上
越
教
育
事

　
　
　
　
　
　
務
所
管
理
主
事
へ
）

　
清
水
昌
治
　
教
頭
（
牧
村
高
尾
小
）

　
富
沢
清
子
　
　
（
本
校
↓
中
郷
村
中
郷

　
　
　
　
　
　
小
）

室
野
小
学
校

　
井
上
　
功
　
　
（
松
之
山
町
松
之
山
小

牧
田
一
美

峠
小
学
校

　
新
井
　
洋

桐
山
小
学
校

　
新
井
輝
夫

高
沢
誠
一

小
林
和
子

小
野
島
福
美

　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
（

黒
倉
分
）

事
務
員
（
松
之
山
町
浦

田
小
）

小教
）頭

（
上
越
市
南
本
町

校
長
（
上
越
教
育
事
務

所
社
教
主
事
へ
）

（
新
井
市
新
井
小
）

（
牧
村
原
小
）

　
（
十
日
町
市
十
日
町

小
）

莇
平
小
学
校

　
田
中
克
哉
　
　
（
能
生
町
礎
部
小
）

松
代
中
学
校

　
古
川
正
治
　
　
（
中
郷
村
中
郷
中
へ
）

　
五
十
嵐
静
夫
　
　
（
三
島
町
三
島
中
へ
）

　
清
水
秋
男
　
　
（
上
越
市
直
江
津
中
へ
）

　
水
島
月
焦
　
　
（
糸
魚
川
市
糸
魚
川
中

　
　
　
　
　
へ
）

　
篠
宮
博
史
　
　
（
上
越
市
八
千
浦
中
へ
）

清
水
中
学
校

　
小
堺
陽
七
郎
　
教
頭
（
妙
高
村
豊
葦

　
　
　
　
　
　
　
中
へ
）

　
関
谷
桂
二
　
　
（
高
柳
町
石
黒
中
へ
）

　
堀
　
秀
泉
　
　
（
妙
高
村
豊
葦
中
へ
）

　
渡
辺
修
一
　
（
糸
魚
川
市
糸
魚
川
二

　
　
　
　
　
　
中
へ
）

孟
地
中
学
校

　
寺
沢
八
一
　
教
頭
（
名
立
町
名
立
中

　
　
　
　
　
　
へ
）

　
俵
山
晴
雄
　
　
（
十
日
町
市
十
日
町
中

　
　
　
　
　
　
へ
）

　
尾
身
昌
子
　
　
（
川
西
町
川
西
中
へ
）

　
泰
和
子
（
能
生
町
能
生
中
へ
）

山
平
中
学
校

　
稲
葉
　
努
　
校
長
（
小
国
町
下
小
国

　
　
　
　
　
　
小
へ
）

　
山
崎
肇
（
大
島
村
大
島
中
へ
）

小
池
豊
一

渡
辺
道
子

　
上
野
実
英

奴
奈
川
中
学
校

　
大
口
昭
治

　
市
川
貫
一

　
石
口
　
実

　
宮
沢
静
子

　
竹
内
省
五

桐
山
中
学
校

　
寺
島
　
一

（
十
日
町
市
真
田
中
へ
）

（
糸
魚
川
市
糸
魚
川
中

へ
）（

柿
崎
町
柿
崎
小
へ
）

（
上
越
教
育
事
務
所
社

教
主
事
へ
）

（
松
之
山
中
へ
）

（
頚
城
村
大
港
中
へ
）

（
松
之
山
中
へ
）

（
上
越
市
城
南
中
へ
）

教
頭
（
小
千
谷
市
東
山

中
へ
）

　
　
（
次
頁
へ
続
く
）



牧
野
昭
司

渡
辺
治
彦

望
月
博
明

河
野
　
裕

（
柏
崎
市
北
条
中
へ
）

（
上
越
市
直
江
津
中
へ
）

（
上
越
市
城
南
中
へ
）

（
栃
尾
市
下
塩
谷
中
へ
）

▲
退
職
さ
れ
た
先
生

孟
地
小
海
老
分
校

　
小
川
純
雄

蒲
生
小
寺
田
分
校

　
山
岸
フ
ジ
ノ

室
野
小
学
校

　
教
頭
　
古
川
幸
雄

松
代
中
学
校

　
小
野
塚
直
栄

◎
転
入
・
新
採
用

伊
与
部
芳
夫
　
校
長

佐
藤
茂
辰

加
藤
　
弘

難
波
敦
子

笠
井
　
泉

徳
間
チ
ヅ
子

渡
辺
正
輝

　
　
　
　
新
潟
工
業
高
校

　
　
　
　
よ
り

有
疸
高
校
よ
り

新
採
用
（
東
京
理
科
大
）

新
採
用
（
信
州
大
学
）

新
採
用
（
新
潟
大
学
）

　
新
採
用
（
東
洋
大
学
）

事
務
長
　
能
生
水
産
高
校

　
　
　
　
よ
り

◎
転
出
・

熊
倉
康
平

渡
辺
弘
美

藤
田
雅
子

本
間
昭
子

浅
野
　
隆

青
木
茂
則

笹
川
仁
一

高
橋
　
一

退
職

栃
尾
高
校
へ

三
条
東
高
校
へ

小
千
谷
西
高
校
へ

退
職

高
田
高
校
へ

村
上
高
校
へ

安
塚
高
校
事
務
長
へ

高
田
中
央
病
院
へ

町役場職員人事異動
　4月1日付で町役場職員の人事異動が行なわれ

ましたので、その移動をお知らせいたします。

ー
＊
i
茎
ー

1新　所　属
氏　名 旧　　所　　属

社会　課　長 関谷　昭平 税　務　課　長

税　務　課　長 菅井　清作 収入役室・会計係長

収入役室　会計係長 高橋　藤松 税務課固定資産税係長

総務課議会選着書記 佐藤　信一 総務課・庶務係

総　務　課 小堺　月子 社会課職業年金係兼務

総務課庶務係 室岡　　徹 税務課

総務課　運転手 石口　松男 松代小学校用務員

産業課共済係 柳　　善雄 教育委員会

建設課土木係 関谷英市郎 産業課　共済係

教育委員会 万羽　美栄 建設課土木係

教育委員会公民館 市川　英世 総務課　運転手

税務課　諸税係主任 鈴木太一郎 総務課議会選着書記

社会課保健衛生係 西方　慶子 総　務　課

社会課職業狂金係兼務柳 保子 教育委員会

蒲生保育園　保母 柳　ふじえ 社会課保健衛生係

松代保育園　保母 柳　みね子 蒲生保育園　保母

室野保育園　給食婦 若月美津江 松代保育園　給食婦

松代保育園　給食婦 佐藤　好子 室野保育園　給食婦

松代中学校主任用務員 鈴木　重宏 松代中学校用務員

峠小学校用務員 村山　盛義 奴会川中学校用務員

蒲生小学校用務員 山岸　幸雄 山平中学校用務員

松代小学校用務員 柳　　早苗 蒲生小学校用務員

と
　
　
き

と
こ
ろ

　
　
　
　
0

5
月
　
1
　
日

総
合
セ
ン
タ
ー

　
成
人
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
成
人
式
は
五
月
十
日
（
木
曜
日
）
午

前
十
時
か
ら
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
挙
式

の
予
定
で
す
。

　
成
人
該
当
の
皆
さ
ま
に
は
ご
案
内
を

差
上
げ
ま
す
が
、
次
の
と
お
り
で
調
査

し
た
名
簿
に
お
名
前
が
あ
る
か
確
か
め

て
く
だ
さ
い
。
無
い
と
き
は
公
民
館
に

（
電
話
七
－
二
三
〇
一
）
連
絡
く
だ
さ

い
。
該
当
さ
れ
る
方
は
次
の
期
間
に
生

ま
れ
た
方
で
松
代
町
に
居
住
さ
れ
て
い

る
人
で
す
。
ま
た
町
外
に
居
住
さ
れ
て

い
る
人
で
も
希
望
さ
れ
れ
ば
出
席
で
き

ま
す
の
で
ご
連
絡
し
て
下
さ
い
。

墜
鰯
鰯
塑
聞
輩

松
代
↓
南
雲
仁
・
平
沢
千
秋
・
樋
口
亮

　
　
　
子
・
柳
正
利
・
相
沢
一
行
・
関

　
　
　
谷
佐
代
子
・
関
谷
則
雄
・
品
田

　
　
　
靖
・
関
谷
靖
・
樋
口
秀
子
・
樋

　
　
　
口
美
枝
子
二
晶
沢
か
な
め
・
関

　
　
　
谷
孝
一
・
関
谷
馨
・
五
十
嵐
千

　
　
　
恵
子
・
柳
裕
子

菅
刈
↓
関
谷
栄
治

田
沢
↓
市
川
幹
男
・
市
川
誠
二

池
尻
↓
室
岡
俊
之

千
年
↓
西
方
久
美
子
・
高
橋
祥
郎
・
柳

　
　
　
信
夫

会
沢
↓
五
十
嵐
由
美
子
・
小
野
島
富
士

　
　
　
子
・
佐
藤
さ
と
み
・
萬
羽
吉
蔵

清
水
↓
秋
山
利
津
子
・
片
桐
悟
・
秋
山

　
　
　
玉
美

蓬
平
↓
若
井
ま
ゆ
み
・
若
井
康
夫
・
小

　
　
　
堺
吉
清
・
小
堺
和
久
・
小
堺
久

　
　
　
雄

東
山
↓
山
岸
ち
づ
子

犬
伏
↓
柳
茂
・
小
島
弘
子
・
柳
美
智
子

　
　
　
山
本
美
千
代
・
小
嶋
満

滝
沢
↓
佐
藤
幸
栄

苧
ノ
島
↓
柳
久

田
野
倉
↓
斉
藤
孝

田
代
↓
小
林
秋
雄
・
中
村
保

朗
平
↓
高
橋
和
範

室
野
↓
斉
木
美
喜
恵
・
佐
藤
竹
二
・
若

　
　
　
山
淳
・
佐
藤
真
理
子
・
村
山
佐

　
　
　
恵
子

小
荒
戸
↓
高
橋
美
智
子

池
之
畑
↓
市
川
利
一

桐
山
↓
小
山
勝
義

仙
納
↓
室
岡
富
士
雄

蒲
生
↓
若
山
正
弘
・
馬
場
澄
江
・
小
堺

　
　
　
絹
代

奈
良
立
↓
堀
川
昭
男

竹
所
↓
五
十
嵐
正
利

峠
↓
牧
田
由
紀
江
・
牧
田
美
子
・
横
尾

　
　
信
子

木
和
田
原
↓
佐
藤
政
人

諏
訪
峠
↓
桜
沢
美
智
子

孟
地
↓
若
月
洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



　
国
民
年
金
の
加
入
者
が
老
令
年
金
を

受
け
ら
れ
る
の
は
、

◎
六
十
才
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
た
期

間
と
免
除
を
受
け
た
期
間
と
が
合
せ
て

二
十
五
年
以
上
あ
る
こ
と
が
原
則
に
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
年
金
が

ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
昭
和
三
十
六
年
四

月
で
し
た
か
ら
、
そ
の
当
時
、
加
入
者

の
中
に
は
“
六
十
才
ま
で
に
二
十
五
年

間
保
険
料
を
納
め
る
”
と
い
う
条
件
を

満
た
せ
な
い
人
が
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
に
は
、
そ
の
人
の
年
令
に
応
じ
て
、

“
二
十
五
年
の
期
間
”
を
“
十
年
か
ら

二
十
四
年
に
”
に
短
か
く
し
て
、
年
金

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が

短
い
と
、
別
表
の
計
算
式
だ
け
で
は
ど

う
し
て
も
年
金
額
は
か
な
り
低
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら

の
人
に
は
「
定
額
年
金
」
に
「
特
別
加

算
」
を
つ
け
て
二
十
五
年
納
付
の
標
準

的
な
年
金
額
に
近
づ
け
る
よ
う
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
国
民
年
金
は
物
価

の
上
が
り
下
が
り
に
応
じ
て
、
年
金
額

が
ス
ラ
イ
ド
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
年
金
額
が
目
減
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　　　　　　　　老齢年金の計算式は・・…一
①定額年金

｛（1，300円×保険料納付月数）＋（1，300
円×保険料免除月数吉）｝×1．167

※1．167は昭和50年度に対する昭和52年度
の全国消費者物価指数の上昇率です。

②特別加算

｛500円×（300一国民年金加入月数）
　保険料納付月数＋保険料免除月数×1
×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝×1．167

　　　　　国民年金加入月数

※昭和5年4月1日以前に生まれた人で、被保険
者期間が25年にならない場合。

元
気
で
長
生
き

（8）

～
多
食
生
活
改
善
推
進
員
活
動
よ
り
多

　
一
昨
年
に
続
き
昨
年
も
大
勢
の
方
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
八
月
か
ら
十
月

に
か
け
て
食
事
調
査
を
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
食
事
調
査
の
ほ
か
に
一
日
に

食
べ
た
食
品
の
数
と
、
味
ソ
汁
の
塩
分

テ
ス
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
の
食
事
調
査
は
「
元
気
で
長
生
き
」

推
進
運
動
の
一
環
と
し
て
県
下
一
斉
に

実
施
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
対
象

者
も
循
環
検
診
で
血
圧
の
高
い
人
、
貧

血
の
人
を
と
い
う
事
で
こ
れ
ら
の
方
々

の
ご
家
庭
を
主
に
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
つ
食
品
の
数
で
は
私
達
の
予

想
通
り
の
食
品
の
数
が
少
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
忙
し
い
時
間
の
中
で

す
が
一
日
の
中
で
一
番
大
切
と
い
わ
れ

る
朝
食
に
ひ
と
工
夫
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
味
ソ
汁
は
最
近
は
三

割
塩
と
か
、
麹
を
多
く
入
れ
る
と
か
で
、

昔
に
く
ら
べ
る
と
う
す
味
に
成
っ
て
い

表1．測定器をつかった
　味ソ汁（塩分調査）

（グラフ1）

1日にとった食品の数（681人）

る
の
で
し
ょ
う
が
、
な
る
べ
く
味
ソ
を

少
な
く
実
を
多
く
入
れ
る
と
か
、
一
日

一
杯
に
す
る
と
か
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭

に
合
っ
た
方
法
で
、
味
ソ
で
タ
ン
パ
ク

質
を
取
る
の
で
な
く
、
タ
ン
パ
ク
質
は

他
の
副
食
で
と
る
よ
う
に
す
る
の
が
良

い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
も
感
じ
た
事
は
、
緑
に
か
こ
ま

れ
た
良
い
環
境
の
中
に
住
み
な
が
ら
緑

や
黄
の
こ
い
野
菜
の
取
り
方
の
少
な
い

事
で
し
た
。
工
夫
し
だ
い
で
解
消
出
来

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
寿
命

の
あ
る
限
り
元
気
で
生
き
続
け
る
為
に
、

塩
分
を
少
な
く
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
左
の
図
も
参
考
に

ご
ら
ん
下
さ
い
。
又
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
紙
面
を
お
か
り
し
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

（
松
代
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
長
）

100cc中の塩分量 件数　　人数種類 5駄　　　　　1論

20種未満 0・79未満 3

20～24 0．7～0．79 4193人

25～30
47人 0．8～0．89 2

35～39
2人 0．9～0．99 8

（グラフ2）

　　　　　　6つの基礎食品摂取量

1　～1．09 12

1．1～1．19 20
　　　　割合（
群 50％　　　　　1吻
　　1群
緑や黄の色のこい野菜

49％ 1．2～1．29 24

　　2群
その他の野菜、果物

9泌
1．3～1．39 37

　　3群
肉・魚・卵・とうふ 92％

1．4～1．49 41
　　4群
米・いも・めん類 100％

1．5　以上 181　　5群
乳製品・海草・小魚

50％

　　6群
バター・油脂類

57．8％ 計 332

論

（グラフ2）

6つの基礎食品摂取量
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…
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
　
…
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　幌痴¶

・
．
》

腰し

◎
母
子
保
健

○
新
婚
学
級

　
5
3
年
8
月
か
ら
瓢
年
7
月
ま
で
に
結

婚
さ
れ
た
方
を
対
象
に
8
月
に
行
な
い

ま
す
。
内
容
は
、

　
・
明
る
い
家
庭
生
活

　
・
妊
娠
の
成
り
立
ち

　
・
結
婚
と
健
康
、
そ
の
他

○
母
親
学
級

　
妊
娠
中
に
前
期
・
中
期
・
後
期
の
三

回
の
コ
ー
ス
で
、
初
産
と
経
産
に
別
け

て
4
月
か
ら
1
2
月
ま
で
毎
月
行
な
い
ま

す
。　

・
妊
娠
の
成
立
、
生
理

　
・
妊
娠
中
の
生
活
、
栄
養

　
・
妊
婦
体
操
、
分
娩
、
産
褥
、
新
生

　
　
児

　
・
家
族
計
画
、
そ
の
他

○
ま
ご
親
学
級

　
育
児
の
担
当
は
母
親
と
は
限
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
し
、
特
に
農
繁
期
は
お
じ
い

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
ま
か
さ
れ
て
い

る
家
庭
も
多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
ま

ご
の
世
話
を
さ
れ
て
い
る
方
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
、
栄
養
、
発
育
、
し
つ
け

に
つ
い
て
一
諸
に
考
え
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
7
月
と
1
2
月
に
予
定
し

て
い
ま
す
。

○
産
後
検
診

　
産
後
2
ケ
月
に
尿
検
査
、
血
圧
測
定

を
行
な
い
、
産
後
の
健
康
状
態
を
調
べ
、

又
家
族
計
画
に
つ
い
て
の
お
話
な
ど
、

ニ
ケ
月
児
の
健
康
相
談
と
あ
わ
せ
て
行

な
い
ま
す
。

〇
ニ
ケ
月
児
健
康
相
談

　
産
後
検
診
と
あ
わ
せ
て
身
体
計
測
と

健
康
相
談
を
助
産
婦
と
保
健
婦
に
よ
っ

て
4
月
か
ら
1
2
月
ま
で
毎
月
行
な
い
ま

す
。○

脱
臼
検
診

　
三
ケ
月
児
・
四
ケ
月
児
を
対
象
に
、

先
天
性
股
関
節
脱
臼
の
検
診
、
身
体
計

測
、
健
康
相
談
を
行
な
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
離
乳
食
の
話
も
あ
り
ま
す
。
4
月
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
…

　
松
代
町
で
は
母
子
・
成
人
保
健
に
関
　
…

し
て
、
5
4
年
度
に
次
の
よ
う
な
検
診
・
　
…

学
級
・
健
康
相
談
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

す
す
ん
で
参
加
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
■
　
■
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●
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6
月
、
8
月
、
1
0
月
、
1
2
月
に
行
な
い

　
ま
す
。

　
○
乳
児
検
診

　
　
生
後
六
ケ
月
か
ら
十
ニ
ケ
月
ま
で
の

　
乳
児
を
対
象
に
、
医
師
の
診
察
、
身
体

　
計
測
、
健
康
相
談
を
行
な
い
ま
す
。
4

　
月
と
1
0
月
に
行
な
い
ま
す
。

　
〇
一
歳
六
ケ
月
検
診

　
　
一
歳
六
ケ
月
検
診
か
ら
三
歳
ま
で
の

　
児
を
対
象
に
、
内
科
・
歯
科
の
診
察
、

　
検
尿
、
身
体
計
測
、
健
康
相
談
を
行
な

　
い
ま
す
。
4
月
と
1
0
月
に
行
な
い
ま
す
。

　
〇
二
歳
児
検
診

　
　
二
歳
六
ケ
月
か
ら
三
歳
ま
で
の
幼
児

　
を
対
象
に
、
内
科
・
歯
科
の
診
察
、
検

　
尿
、
身
体
計
測
、
健
康
相
談
を
行
な
い

　
ま
す
。
4
月
と
1
0
月
に
行
な
い
ま
す
。

　
〇
三
歳
児
検
診

　
　
三
歳
六
ケ
月
か
ら
四
歳
ま
で
の
幼
児

　
を
対
象
に
、
内
科
・
歯
科
の
診
察
、
検

　
尿
、
身
体
計
測
、
健
康
相
談
を
行
な
い

　
ま
す
。
4
月
と
1
0
月
に
行
な
い
ま
す
。

　
○
育
児
学
級

　
　
乳
児
検
診
・
一
歳
六
ケ
月
検
診
二
一

　
歳
児
検
診
・
三
歳
児
検
診
の
後
の
検
診

　
の
結
果
、
発
育
、
し
つ
け
、
む
し
歯
に

　
つ
い
て
、
皆
で
考
え
ま
す
。
5
月
と
1
1

　
月
に
行
な
い
ま
す
。

★
新
し
い
事
業
★

○
妊
産
婦
健
康
相
談

　
マ
マ
ミ
ル
ク
支
給
時
に
、
助
産
婦
に

よ
る
健
康
相
談
を
行
な
い
ま
す
。
な
る

児
童
手
当
二
月
期
支
給
に
つ
い
て

　
お
く
れ
て
大
変
御
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
二
月
期
児
童
手
当

を
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま

し
た
の
で
、
お
確
か
め
下
さ
い
。

べ
く
本
人
が
来
て
健
康
相
談
を
受
け
て

下
さ
い
。

o
新
生
児
訪
問
に
つ
い
て

　
生
後
一
ケ
月
未
満
の
新
生
児
訪
問
を
、

助
産
婦
・
保
健
婦
に
よ
っ
て
行
な
い
ま

す
。　

助
産
婦
に
よ
る
訪
問
地
区
は
、
松
代

・
千
年
・
会
沢
・
清
水
・
桐
山
・
蓬
平

・
蒲
生
・
室
野
で
す
。

　
保
健
婦
に
よ
る
訪
問
は
そ
れ
以
外
の

地
区
で
す
。
助
産
婦
に
よ
る
訪
問
指
導

は
、
県
下
全
般
で
行
な
わ
れ
て
い
る
事

業
で
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
下
さ

い
。
尚
、
町
外
で
出
産
さ
れ
る
方
は
、

母
子
健
康
手
帳
に
つ
い
て
い
る
出
生
連

絡
票
を
必
ず
送
っ
て
下
さ
い
。

※
乳
児
用
ミ
ル
ク
に
つ
い
て

　
今
ま
で
、
生
後
三
ケ
月
か
ら
生
後
十

ニ
ケ
月
ま
で
乳
児
用
ミ
ル
ク
を
支
給
し

て
い
ま
し
た
が
、
母
乳
栄
養
が
見
直
さ

れ
母
乳
栄
養
を
推
進
す
る
た
め
、
4
月

よ
り
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
低
所
得
者
階
層
、
発
育
の
悪
い
乳
児

は
従
来
通
り
支
給
し
ま
す
。

◎
成
人
保
健

○
出
稼
検
診

　
出
稼
さ
れ
る
方
全
員
を
対
象
に
、
6

月
H
・
1
2
・
1
3
・
1
4
・
1
5
日
に
行
な
い

ま
す
。

○
循
環
器
検
診

　
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
方
の

う
ち
、
出
稼
者
を
除
い
た
方
を
対
象
に
、

7
月
3
・
4
・
5
・
6
日
に
行
な
い
ま

す
。○

胃
集
団
検
診

　
原
則
と
し
て
三
十
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
8
月
6
・
7
・
8
ゆ
9
・
1
0
・

n
日
に
行
な
い
ま
す
。

○
婦
人
科
検
診

　
原
則
と
し
て
、
三
十
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
8
月
2
2
・
23
・
24
・
2
7
．
2
8

日
に
行
な
い
ま
す
。

o
貧
血
検
査

　
二
十
歳
か
ら
三
十
九
歳
ま
で
の
女
性

を
対
象
に
行
な
い
ま
す
。
貧
血
検
査
、

血
圧
測
定
、
検
尿
、
計
測
を
行
な
い
ま

す
。○

寄
生
虫
卵
検
査

　
全
住
民
を
対
象
に
行
な
い
ま
す
。

○
糖
尿
病
教
室

　
出
稼
検
診
・
循
環
器
検
診
で
発
見
さ

り

れ
た
糖
尿
病
型
・
境
堺
型
の
人
を
対
象

に
行
な
い
ま
す
。

（9）



秘
密
厳
守
・
無
料
で
す

　
　
　
心
配
ご
と
相
談

　
生
活
苦
・
家
庭
不
和
・
児
童
問
題
・

老
人
問
題
・
そ
の
他
心
配
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
相
談
下
さ
い
。

と
　
　
き

と
こ
ろ

毎
週
金
曜
日

午
前
九
時
か
ら

　
　
　
十
］
時
半
ま
で

松
代
　
少
林
寺

　
四
月
か
ら
次
の
方
々
を
心
配
ご
と
相

談
員
に
お
願
い
し
、
相
談
所
を
少
林
寺

に
変
更
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
無
料
で
す
。
ど
ん
な
こ

と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
、
心
配
ご
と
を

早
く
解
消
さ
せ
明
る
い
生
活
を
お
く
り

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
四
月
・
五
月
の
相
談
所
開
設

月
日
・
担
当
相
談
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。心配ごと相談員

住　所 氏　　名 役　　　　職 霜冒　暑蕊等開響茨　松　　隻毎　崔そ家
談・　明ま無設しの　代　　剛週　　しの庭
員五　るせ料し　’方　　　　九金　た他不
は月　いんでて相々　少十時曜　ら心和
次の　生’すい談を　林一か日　相配・
の相　活心oま所心　寺時ら　　談さ児
と談　を配どすを配　　半　　　　下れ童
お所　　おごん　o少ご　　　　　　　　さて問
　　　　　　　　まり開　　くとな　　林と　　　　　　　　いい題
で設　　りをこ　寺相　　　で　　　　　oる・

4月・5月心配こと相談開設日・担当相談員等

松　代

佐藤　　秀雄

　少林寺住職

電話　7－2602

・人権携護委員

・行政相談員

・民事調定委員

・保護司

蒲　生
倉石　　義乗

電話　7－2275

・保護司

。少年補導員

小　池
小山　　直治

電話　7－8253
・民生児童委員

小屋丸
宮沢　　甚吉

電話　7－9725
。民生児童委員

相談月日 担　　　　　　　当 相　談　所

4
月

6團 小　山　直　治 佐　藤秀　雄

松　代

少　林　寺

福　島
西潟　　福平

電話　8－2217

。保護司

・老人福祉相談員

・出稼相談員

・農業転職者相談員

13 宮沢　甚　吉 〃

20 西　潟　福　平 〃

27 万羽　卓　司 〃

5
月

4團 小　山　直　治 佐　藤秀　雄

松　代
万．羽　　卓司

電話　7－9383

・教育委員

・老人福祉相談員

。　六’｛　’員

11 宮沢　甚　吉 〃

18 西　潟　福　平 〃

25 万　羽　卓　司 〃

4月・5月心配こと相談開設日・担当相談員等
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？
？
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？
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？
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？
？
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？
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？
？
？
？
？
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？
？
？
？

　
の　

　
広

み　
　
　
　
場

　
ん

　
　
　
な

籾
殼
利
用
に
す
る

　
　
　
簡
単
な
炭
焼
紹
介

　
私
の
ま
だ
若
い
時
代
に
部
落
で
研
究

発
表
致
し
ま
し
た
の
で
、
御
存
知
の
方

も
相
当
お
ら
れ
る
事
と
思
い
ま
す
が
、

消
費
も
美
徳
と
謂
わ
れ
た
時
代
も
過
ぎ
、

石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
を
叫
ば
れ
る
様

に
な
り
、
二
・
三
年
前
な
ら
世
間
に
笑

わ
れ
る
様
な
話
し
で
す
が
、
私
は
毎
年
、

収
穫
後
、
廃
品
同
様
の
籾
殻
を
利
用
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、
薪
（
長
さ
四
〇
～
五
〇
糎
位
が
適

　
当
）
太
い
も
の
は
割
る
、
春
先
に
準

　
備
し
乾
か
し
、
堅
木
程
合
理
的
で
す
。

二
、
　
籾
殻
多
量
（
薪
材
料
の
約
三
倍
位
）

　
な
る
べ
く
ぬ
ら
さ
な
い
方
が
よ
い
。

三
、
杉
葉
一
束
（
炊
き
つ
け
用
）

四
、
　
消
火
用
の
蓋
（
不
用
の
廃
品
用
の

　
ブ
リ
キ
板
二
・
三
枚
）

『
焼
き
方
』

　
天
気
の
良
い
早
朝
、
家
屋
よ
り
離
れ

て
危
険
性
の
な
い
場
所
（
畑
）
で
ク
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

ゾ
〈
薪
の
太
目
の
も
の
）
一
個
を
中
心

に
置
ざ
杉
葉
一
束
位
を
こ
の
上
に
置

き
こ
れ
を
中
心
に
薪
を
、
図
の
様
に
立

て
か
け
て
火
を
入
れ
る
。
火
が
勢
い
良

く
全
体
に
燃
え
移
っ
た
頃
を
見
て
用
意

し
た
籾
殻
を
こ
れ
に
か
け
る
。

一
時
は
煙
も
見
え
な
い
位
厚
目
に
か
け

二
〇
～
三
〇
分
も
す
る
と
煙
が
立
ち
初

め
る
。
そ
ん
な
所
に
穴
が
あ
き
火
が
吹

き
出
る
。
春
頃
に
は
廻
り
の
地
面
か
ら

籾
殻
が
灰
に
な
り
初
め
、
夕
方
頃
に
は

全
部
黒
の
タ
ン
タ
ン
灰
と
化
し
た
頃
を

見
計
っ
て
用
意
し
た
穴
の
中
に
焼
け
た

真
赤
な
炭
を
手
早
く
入
れ
鉄
板
の
ふ
た

を
し
て
煙
の
出
な
い
様
に
し
て
置
く
。

翌
朝
鉄
板
が
冷
た
く
な
っ
た
ら
袋
に
つ

め
半
日
表
て
に
置
き
、
様
子
を
見
て
か

ら
家
に
運
ぶ
。
最
初
の
人
は
量
は
少
な

め
の
方
が
よ
い
。
焼
け
た
炭
に
水
を
か

け
な
い
事
が
大
切
で
す
。

　
　
　
（
儀
明
　
小
堺
　
浩

　
　
　
　
T
E
L
　
七
－
八
四
八
七
）

（断面図）

太目の薪1ケを置く薪を立てかける

　
　
も
み
が
5

瀦
恥
は

　
　
　
　
　
　
O
．

。
り
。
毒
簿

．
◎
，　

　
　
　
　
O

　
　
イ

9
　
●
．

（正面図）

杉葉一束
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“
あ
り
が
と
う
”

旧
山
平
中
生
徒
会
の

み
な
さ
ん

生
徒
会
費

を
　
寄
　
附

　
山
平
中
学
校
生
徒
会
の
皆
さ
ん
が
学

校
閉
校
に
伴
う
生
徒
会
解
散
に
際
し
、

生
徒
会
費
一
万
円
を
社
会
福
祉
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
福
祉
事
務
所
を

通
じ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
心
あ
た
た
ま
る
善
意
に
紙
面
を
通
じ

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

県
教
育
委
員
会
よ
り

社
会
教
育
主
事
が
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。

7
ラ
ソ
ン
協
会
よ
り

お

知
　
ら
　
せ

　
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
健
康
に
よ
い
」
こ

れ
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
も
し
、
み
な

さ
ん
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
た
ら
、
体

も
軽
く
な
り
、
気
分
も
さ
わ
や
か
に
な

る
事
を
必
ず
経
験
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
は
苦
し
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
れ
で
も
楽
し
く
出
来
る
も

の
な
の
で
す
。

　
四
月
二
十
九
日
よ
り
今
年
の
活
動
を

始
め
ま
す
の
で
是
非
御
参
加
下
さ
い
。

〈
練
習
日
〉
毎
週
日
曜
日

　
朝
六
時
三
十
分
よ
り
松
代
小
学
校
に

集
合
準
備
運
動
後
三
十
分
程
度
の
軽
い

ラ
イ
ニ
ン
グ
を
し
ま
す
。
年
令
・
性
別

に
関
係
な
く
自
由
に
参
加
出
来
ま
す
の

で
“
走
っ
て
み
よ
う
か
な
”
と
思
っ
て

お
ら
れ
る
方
は
是
非
参
加
し
て
「
健
康

作
り
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
て
て
下

さ
い
。

　
雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

　
新
潟
県
教
育
委
員
会
よ
り
牧
村
出
身

の
折
笠
正
典
先
生
を
社
会
教
育
主
事
と

し
て
町
教
育
委
員
会
に
派
遣
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
籍
は
松
代
中
学
校
教
諭
で
す
が
総
合

セ
ン
タ
ー
に
常
勤
さ
れ
ま
す
。
）

　
派
遣
期
間
は
三
年
間
で
す
が
、
松
代

町
の
社
会
教
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、

計
画
の
企
画
、
立
案
、
関
係
諸
団
体
、

各
種
学
習
活
動
の
育
成
指
導
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
団
体
や
学
級
で
助
言
、
指

導
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に

電
話
等
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
電
話
　
七
1
二
三
〇
一
）

繍峯
φ簸

穣
趨
獲

　
　
　
　
欄
蔵
¶

　
　
　
　
　
、
、
轡

　
　
今
年
は
国
際
児
童
年
。

　
　
国
連
で
、

　
れ
て
か
ら
、

　
た
り
ま
す
。

　
は
民
族
の
宝
、

　
識
の
も
と
に
、

　
い
て
皆
で
考
え
よ
う
、

　
で
す
。

、噛．
　、　’・i、二、、

集
　　．　甲、　・・
　　・、’　　”
　　　　べ、

　
　
　
　
　
児
童
権
利
宣
言
が
採
択
さ

　
　
　
　
　
ち
ょ
う
ど
二
十
年
目
に
あ

　
　
　
　
　
こ
れ
を
記
念
し
て
“
子
供

　
　
　
　
　
　
世
界
の
宝
”
と
い
う
認

　
　
　
　
　
　
子
供
た
ち
の
幸
せ
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
年
な
の

　
　
　
こ
の
機
会
に
わ
た
し
た
ち
は
子

供
た
ち
の
世
界
を
直
視
し
、
あ
り
の
ま

ま
の
姿
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
新
し

い
親
子
関
係
の
あ
り
方
を
見
い
だ
し
た

い
も
の
で
す
。

他
人
の
子
供
も
し
か
ろ
う

　
　
　
h
馨
、
、
ぎ
』

総
　
　
　
｛
。
、

　
国
際
児
童
年
事
業
推
進
会
議
副
議
長

　
　
　
　
　
　
茅
　
　
誠
　
司

　
西
ド
イ
ツ
の
話
で
す
。

　
公
園
の
ベ
ン
チ
で
、
お
母
さ
ん
が
編

み
物
を
し
て
い
る
　
　
そ
ば
で
遊
ん
で

い
た
子
供
が
、
い
つ
の
間
に
か
一
人
歩

き
を
し
て
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、

何
か
ワ
ル
さ
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。
編

み
か
け
を
わ
き
に
置
い
た
母
親
は
、
ツ

カ
ツ
カ
と
子
供
の
と
こ
ろ
に
歩
み
寄
っ

て
ひ
と
言
注
意
し
た
あ
と
、
そ
ば
に
い

た
年
配
の
男
性
に
「
な
ぜ
、
し
か
っ
て

く
れ
な
い
の
で
す
か
」
と
、
強
い
口
調

で
い
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

　
　
わ
が
子
へ
の

　
　
　
　
愛
を
世
界
の

　
　
　
　
　
　
ど
の
子
に
も

　
こ
れ
は
、
国
際
児
童
年
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
す
が
、
わ
た
し
た
ち
は
自
分
の
子

も
、
よ
そ
の
子
も
、
同
じ
“
社
会
の
一

員
“
と
し
て
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
、

分
け
へ
だ
て
の
な
い
愛
情
を
持
ち
た
い

も
の
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
、

「
他
人
の
子
供
も
、
自
分
の
子
供
と
同

じ
よ
う
に
し
か
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
を

提
唱
し
た
い
の
で
す
。

　
子
供
は
、
自
分
の
子
で
あ
る
と
と
も

に
“
社
会
の
子
”
で
あ
り
、
わ
た
し
た

ち
も
、
わ
が
子
の
親
で
あ
る
と
同
時
に

“
社
会
の
親
”
と
し
て
の
発
想
に
立
つ

と
き
、
わ
た
し
た
ち
は
、
他
人
の
子
供

だ
か
ら
と
い
っ
て
無
関
心
で
い
ら
れ
る

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
子
供
に
対
す
る
親
の
愛
は
当
然
責
任

を
伴
い
ま
す
。
子
供
た
ち
が
、
社
会
の

一
員
と
し
て
立
派
に
成
長
す
る
よ
う
、

き
ち
ん
と
し
た
し
つ
け
を
す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
わ
た
し
た
ち
は

よ
そ
の
子
を
し
か
る
“
気
心
”
を
持
つ

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。0

総
理
府
広
報
通
信
か
ら
の
転
載
で
す
。
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支
芸し

ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
　
三
月
六
日

　
　
　
　
　
　
於
室
野
克
雪
セ
ン
タ
ー

雪
や
ん
で
茶
柱
た
て
り
旅
立
つ
日

早
春
の
き
ゅ
う
舎
は
温
し
牛
な
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

軒
雀
今
朝
よ
り
春
の
声
で
鳴
く

ボ
ケ
咲
い
て
今
日
よ
り
出
勤
す
が
す
が

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

店
頭
の
青
菜
目
を
引
く
二
月
尽

素
大
根
肴
に
か
じ
る
二
月
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

言
い
訳
は
聞
か
ず
叱
ら
ず
大
試
験

峡
の
嶺
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
春
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
　
水

春
の
雪
積
も
り
も
せ
ず
に
降
り
し
き
る

浬
繋
会
の
尼
僧
静
か
に
お
茶
を
立
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

老
農
雑
感

　
　
　
　
下
山
　
古
　
稀
　
老

今
日
も
又
嵐
も
吹
け
ど
雨
も
ふ
れ
ど

　
野
良
に
と
い
そ
ぐ
運
命
負
へ
け
り

豊
穣
に
稔
れ
ば
調
整
ま
ぬ
が
れ
ず

　
稔
ら
ざ
れ
ば
生
計
に
苦
し
む

毎
年
に
余
米
の
処
理
に
窮
す
と
言
う

　
飢
え
て
殉
ぜ
し
軍
人
想
う

貧
し
さ
は
希
う
に
あ
ら
ず
さ
れ
ど
ま
た

　
豊
満
に
育
つ
児
ら
を
見
へ
る

こ
の
村
を
去
り
還
ら
ざ
る
家
族
の
せ

　
黄
昏
せ
ま
る
道
貸
車
は
往
く

満
ち
足
り
し
こ
の
現
し
代
に
こ
と
ほ
ぎ

の
か
げ
に
か
く
れ
て
泣
く
人
思
ほ
ゆ

ヤミ￥’ヤ

←、レ
、　rへ9ミ

●

　ψ
　●
’
♂

：fゐ9．’一

い
く
ば
く
の
儲
け
あ
ら
む
と
人
の
言
う

　
こ
の
牛
飼
い
て
生
計
に
と
な
す

同
輩
に
逝
け
る
親
し
き
老
友
あ
り
て
喫

い
た
く
も
な
き
莫
く
ゆ
ら
す

飴
か
け
て
終
り
小
雛
へ
雛
あ
ら
れ

手
作
り
も
あ
っ
て
小
雛
の
五
・
六
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

風
邪
の
子
が
身
を
寄
せ
て
き
し
朝
寝
か

な陽
が
差
し
て
な
お
ゆ
っ
く
り
と
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

か
ん
じ
き
の
跡
ひ
ろ
い
行
く
配
達
夫

夜
更
ま
で
仕
込
み
の
話
帰
休
杜
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

通
勤
の
土
手
に
ふ
く
ら
む
猫
や
な
ぎ

さ
さ
や
か
な
母
の
手
料
理
雛
の
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

着
ぶ
く
れ
を
一
枚
ぬ
い
で
雛
旬
会

切
り
紙
の
雛
人
形
や
園
児
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

啓
ち
つ
や
四
尺
の
雪
に
覆
わ
れ
て

春
灯
の
ま
ば
ら
に
見
え
し
峠
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

退
院
も
間
近
と
告
げ
ら
る
牡
丹
雪

梯
な
り
の
鋭
き
影
や
冬
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

腰
痛
む
土
工
の
愚
知
や
寒
も
ど
る

川
工
事
も
ど
り
寒
波
に
阻
ま
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花
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雪
し
ま
き
”

　
　
　
　
　
　
柳
　
　
茶

水

不
具
の
手
に
ひ
し
く
せ
ま
る
除
寒
か
な

雪
し
ま
き
山
の
湯
宿
に
客
と
だ
え

雪
し
ま
き
心
に
拝
む
石
地
蔵

ま
づ
し
く
も
赤
飯
供
え
雛
祭
り

亡
き
母
の
手
作
り
雛
も
飾
り
け
り

鉢
の
桃
今
朝
パ
ッ
チ
リ
と
つ
ぼ
み
解
く

妻
た
て
ば
白
髪
の
め
だ
つ
桃
の
花

小
雨
晴
れ
山
お
だ
や
か
に
雪
解
霧

笹
の
葉
の
さ
ら
さ
ら
音
す
雪
解
風

峡
の
嶺
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
春
日
か
な

春
光
や
女
土
方
は
留
守
居
妻

朝
の
雨
は
れ
て
庭
木
の
囲
い
解
く

注
射
針
集
め
看
護
婦
針
供
養

働

暖
冬
の
神
の
創
作
出
来
不
出
来

起
こ
さ
れ
て
雪
解
を
急
ぐ
渋
海
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

画
畢
「
雛
祭
」

甘
酒
の
熱
き
香
り
や
雛
旬
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

亡
き
母
の
手
作
り
雛
も
飾
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
　
水

雛
句
会
思
わ
ぬ
白
酒
暖
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
く
代

雛
壇
の
な
け
れ
ど
雛
の
祝
い
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

内
裏
雛
の
ほ
か
は
貧
し
く
作
り
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

手
を
洗
い
雛
壇
飾
る
い
と
し
き
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

　
　
　
　
　
　
　
こ

た
ず
ね
行
く
家
に
娘
の
名
の
雛
飾
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

白
酒
の
心
づ
く
し
に
ぬ
く
も
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

ス
キ
ー
客
吐
く
が
如
く
に
越
の
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

春
雨
の
雫
は
老
舗
の
戸
を
ぬ
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

米
を
と
ぐ
音
か
き
消
し
て
屋
根
雪
崩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

　
蒲
生
句
会

　
　
　
　
－
群
馬
の
出
稼
ぎ
先
か
ら
ー

ス
コ
ッ
プ
を
座
に
し
て
昼
餉
梅
日
和

飯
場
揺
る
赤
城
お
ろ
し
と
い
う
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

ぬ
る

温
む
水
双
手
に
う
つ
し
顔
洗
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

芽
柳
に
楼
々
と
雨
ふ
る
一
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

こ
ら
え
て
も
気
遣
い
出
ず
る
咳
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
　
茶

淘笈

星
や
想
い
出
淡
き
人
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
　
岩

　
〃　

　
俳
　
　
句
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

春
の
日
も
や
立
つ
中
や
浄
き
風
船

春
日
傘
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
一
つ
行
く

野
仏
に
だ
れ
が
供
え
し
香
一
本

四
月
早
古
巣
た
ず
ね
て
燕
き
し

踵
山
の
道
山
桜
匂
い
け
り


